
まずは本通信の“タイトル”の話題から。本当は前回第３号で正式なタイトル名を
発表したかったのですが、諸事情によりいったん保留に。その理由は・・・
今回の第４号で「記念ソングの発表」を伝えたかったから。その記念ソングの曲名を、 通信のタイトルにしたくて、そ
れらを同時に発表したいと思ったからです。
記念ソングを担当したＴ教師は言います。「これまでの曲作りで、こんなに悩んだことはなかった。まずは、分教室の生徒たちが
考えてくれた「歌詞のたね」となる言葉をもとにできるだけたくさんそれらを盛り込もうと考えていた。そんな中で、完成した素敵
な「記念ロゴ」を見たとき、「カラフルツリー」という曲名と曲に込めたい思いが一気に浮かんだ。それと同時にこの曲名「カラフ
ルツリー」を記念通信のタイトルにしたい、とも考えた。ただ、そこから先もなかなか曲作りは進まず、高等部３年生の卒業のとき
が刻一刻と近づいてくる。。。そして、必死の思いで歌詞とメロディを作り上げ、高３の生徒たちの卒業を目前にして、音源にする
間もなく、伴奏すらつけず、とにかく「歌ができた」ということを伝えるために、初回はアカペラでの披露となった。。というわけ
です。
初披露となった日、分教室の生徒たちは、歌い始めたその瞬間からノリノリで聴いてくれました。曲の最後には、式典当日の記念
コンサートで、会場全体が一体となって歌い上げる、そんな光景が見えたほどです。この曲に込めた思いは、新入生を迎え入れた新
年度以降の通信で、改めてお伝えしたいと思います。
次年度からは、５０周年に向けた取組もいよいよ本格的になっていきます。児童生徒、職員、保護者の皆さま、そして地域の皆さ
まとの絆をさらに深め、心を一つにして盛り上げていけたらと思っています。
まずは、分教室の生徒たちの思いやアイディアをもとに作り上げた、記念ソングの歌詞をご覧ください！！

ついに！
通信タイトル決定！！

記念ソング完成

ＧＯ!ＧＯ!５０周年 感謝と絆で未来へＧＯ!
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作曲 津留桃子

ねぇ 知ってるかな
大きな木のはなし
素敵な木のはなし
いろとりどりのハートたちが
風にゆれて
光にきらめく

春がきて きみと出会った
この街が 桜にそまる季節
きみとぼく なんだかちがうね
ともだちに なれるかな

カラフルツリー
きみの色をえがこう
ぼくの色をえがこう
いろとりどりのハートたちは
きみの優しさ
ぼくの勇気

夏がきて きみと笑った
この街に 海風がわたる季節
きみとぼく いろいろちがうけど
ともだちに なれたね

カラフルツリー
きみの色もいいね
ぼくの色もいいね
いろとりどりのハートたちの
木陰に おいでよ
いっしょに 歌おう

秋がきて冬がきて
ぼくたちの青空に
黒い雲かかる日もある

きみがいて ぼくがいて
みんなちがって みんないいんだ
みんなすてき みんな大事
たった一つの 大切ないのち

きみは生きてる ぼくも生きてる
みんなみんな生きているんだ
ほら ごらんよ 雨は上がり
高い空に 虹がかがやく

カラフルツリー
きみの夢をえがこう
ぼくの夢をえがこう
いろとりどりのハートたちの
下で 輪になって
手と手つないで

ラララ…

いろとりどりのハートたちを
見上げて その手を 伸ばして
未来へ
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